
 

 

 

 

 

 

 

１学期を振り返って 

北海道七飯養護学校副校長 福 島 由紀子  

 

夏の日差しを眩しく感じる季節となりました。今学期も、保護者の皆様、おしま学園職員の皆様、地域の皆

様には、本校の教育活動に対しまして、多くの御理解と御協力を賜りました。また、５類に移行した新型コロナ

ウイルス感染症対策に関しましても、様々な御協力をいただき、１学期全ての学校行事を実施することができ、

児童生徒の体験活動の拡大につなげることができました。心よりお礼申し上げます。 

１学期の学習では、今年度から石別ふれあい大運動会に小中学部の児童生徒が参加し、石別小学校、石

別中学校、石別地区町内会との四者で合同開催しました。一緒に競技を行ったり、同じグラウンドで互いに

応援し合ったりして、地域とのつながりを深める有意義な時間となりました。また、高等部生徒は今年度も海

浜清掃を継続するなど、昨年度の学校運営協議会での熟議を反映させた工夫を取り入れ、地域とつながり

をもちながら取り組んでおります。児童生徒と地域が、互いが必要とされていると感じ、互いに楽しさや充実

感を味わえることを願い、地域とつながりのある取組を一層進めていきたいと考えております。 

また、高等部２・３年生は江差方面へ１泊２日の宿泊研修、小学部５・６年生は青森方面へ１泊２日の見学

旅行、中学部２・３年生は函館方面へ１泊２日の宿泊研修を実施しました。それぞれの泊行事では、いつもと

違う環境の中で様々な文化や自然に触れながら、少し苦手な活動にもチャレンジしたり、友達や先生方との

触れ合いを深めたりすることができました。元気に帰ってきた児童生徒たちの様子から、様々な体験が児童

生徒たちの意欲を向上させ、豊かな感性を育むことにつながったと感じられ、大変うれしく思いました。児童

生徒の現在及び将来の豊かな生活の実現に向け、様々な学習場面で体験の幅を広げる取組を、積極的に

進めていきたいと考えております。 

さて、いよいよ明日から夏休みに入ります。児童生徒一人一人にとって充実した夏休みを過ごしてほしいと

願っておりますとともに、体も心も栄養を蓄えて、２学期始業式に元気に集まってくることを楽しみにしておりま

す。 
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学習の様子 

「小学部・一学期の様子」 

今年度の小学部は、転入生１名を迎え、14 名で新年度をスタートしました。また、新しい先生も加わり、総勢 26

名で新年度がスタートしました。 

６月１５日には、借り上げバスを利用した校外学習を行っています。２～４年生のグループと、５・６年生のグルー

プに二つに分かれて活動をしています。５・６年生のグループは、7 月の見学旅行を見据えて函館駅前から市電乗

車をして、五稜郭タワーや函館奉行所などの施設見学を行っています。２～４年生のグループでは、キッズプラザの

利用とブルームーンの乗船を体験しています。デッキから函館山を見ながら優雅な時を過ごしました。6 月末から

はどの児童も楽しみにしていたプール学習も始まっています。このように小学部の児童は、毎日、元気に学習や活

動に取り組んでいます。                                                                 

（文責：学部主事 辻） 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

「中学部・一学期の様子」 

今年度の中学部は、１名の新入生を迎え、６名（１学年１名、２学年２名、３学年３名）でスタートしました。新入生

歓迎会では、生徒一人一人の自己紹介に加え、在校生の出し物や全員でボッチャのゲームを行いながら交流を

深めることができました。 

５月には、四者合同石別ふれあい大運動会に参加し、全力で走ったり、玉入れやいか踊りをしたり、石別地区の

方々と同じ場所で一緒に運動会を楽しむことができました。 

７月２０日（木）２１日（金）には、２・３年生の５名の生徒が、一泊二日の行程で函館方面へ宿泊研修に行ってき

ました。鉄道やバス、市電などの公共交通機関を使った移動は、時間に合わせて活動する学校での習慣や行動が

役立つ場となりました。他にも普段はできない貴重な体験を積み重ねたことで、一回りも二回りも頼もしい姿にな

ったように感じます。宿泊研修での経験を生かし、今後の学校生活 

でも大きく成長してくれることを期待しています。 

今後も皆様の御理解と御協力をいただきながら、生徒が自分の 

可能性を高められるような活動を進めていきたいと考えております。 

一学期は御支援いただきありがとうございました。 

（文責：学部主事髙橋） 

 

 

 



 

「高等部・一学期の様子」 

今年度の高等部は２年生３名、３年生４名の計７名でスタートしました。７月６日（木）・7日（金）の 2日間、江差

周辺の施設を利用して２・３年生が宿泊研修を行いました。 

１日目のメインの活動は厚沢部町にあるあすなろパン工場でのパン作り体験でした。自分たちでメロンパンとピ

ザトーストを作り、おいしく試食することができました。宿泊先は乙部町にあるバリアフリーホテルあすなろでした。

部屋も設備もとても使いやすいホテルでした。２日目のメインの活動は江差追分会館での民謡の実演見学でした。

芸術や文化に関する内容は学校ではなかなか触れることができないものでもあり、生の民謡を聴くことは貴重な

経験になりました。 

どちらの活動も校外に出て地域で学ぶ機会をもてるからこそ実現できた経験です。これも保護者の皆様の御理

解と御協力のおかげと思っています。本当にありがとうございました。    

（文責：学部主事郡川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和５年度（春季）道南地区進路指導連絡研究協議会に参加して」 

  ５月２２日（月）に道南地区の進路指導連絡協議会が開催されました。特別支援学校の進路担当者の他、函館

公共職業安定所、道南障がい者就業・生活支援センターすてっぷの方が参加して、情報交換、協議が行われまし

た。 

  はじめに各校の進路状況について報告が行われました。一般就労においては、実習と違う雇用条件での採用

を提示された事例が報告され、会社の雇用条件や助成金を使えるかどうかについては、より一層の確認が必要

であることを再確認しました。福祉的就労においては、医療的ケアを必要としている方の通所の場が少ない状況

や、入所への移行がなかなか決まらない事例が報告され、実態によって厳しい状況にあることを再確認しました。

また、グループホーム利用の難しさについても話題提供がありました。 

最後に、函館公共職業安定所の就職促進指導官の方から、助成金を利用した障がい者雇用の流れ等につい

て説明を受け、今後も道南の各学校、関係機関が連携し、情報交換しながら進路指導に取り組んでいくことを確

認し、協議会は終了しました。 

  本校の進路に関わる部分では、近郊の入所施設や支援度の高い方に対応したグループホームはほぼ満床の

状態が続き、まだまだ厳しい状況にあります。保護者の皆様にはこのような状況を理解していただき、充実した進

路支援に向けて、今後も取り組んでいきたいと思います。何かありましたらいつでも気軽にご相談いただければと

思います。 

（文責：キャリア支援部 太田） 

 

 



 

「PTAバザーのお知らせ」 

PTA 事務局便りでも御案内しております通り、今年度は、ゆうあい祭が実施されることとなりました。コロナ禍と

なる前、令和元年度に実施されて以来、４年ぶりの開催となります。高等部の生徒もとても楽しみにしており、以前

と同様に作業学習で作った製品の販売会を行うべく準備を進めています。 

おしま学園分校 PTAでは、これまでバザーの出店という形でゆうあい祭に参加して参りました。今回につきまし

てもバザー出店とジュース販売（ジュース販売は高等部生徒で実施）を予定しております。 

つきましては、バザーに出品する品物の提供と当日の販売手伝いの御協力をお願いしたいと考えております。各

御家庭でバザーに出品できる物がありましたら、是非学校までお持ちください。また、当日販売のお手伝いを御協

力いただける方は、PTA事務局（担当；教頭 小野寺、郡川）まで御連絡くださるようお願いいたします。 

（文責：PTA事務局 郡川） 

 

「PTA施設見学会について」 

６月２７日（火）に PTA 教養部主催の施設見学会が実施されました。昨年度は新型コロナウィルス感染症の影

響で直前になって中止となってしまいましたが、今回は無事に実施することができました。今回の見学先は、ワーク

センター一条、星が丘寮、グループホームすばるの３つです。 

午前中はワークセンター一条の見学を行いました。昭和５８年に函館で初めての通所施設として誕生した歴史

ある事業所です。「北風ではなく太陽の支援～根拠ある支援を粘り強くチームで丁寧に」という言葉が印象的でし

た。利用者一人一人に合わせて作業環境、スケジュールを設定し、成人期の支援として生産的な活動をとの視点

で、多種多様な作業を工夫されていました。ちなみに函館市の道路に設置してある砂袋は全てここで作られてい

るとのことでした。 

午後は星が丘寮とグループホームすばるの見学を行いました。２つとも当別地区にある侑愛会の施設です。星

が丘寮では、「○○だろう」という先入観で見ず、アセスメントをしっかり行うことをとても大切にされていました。個

性を尊重して、自発的にできることをサポートするための様々な構造化の工夫、アイデアを実際に見ることができ

ました。グループホームすばるでは、障害があるからではなく、その人に合わせて必要な情報を提供、得意なことを

生かして生活のサポートをする、「押しつけがましく支援しない」という言葉が印象的でした。利用者の部屋の中に

も入れていただきましたが、個性が光る素敵なお部屋で、自分らしく充実した生活を送っていることが想像できま

した。 

参加された保護者の方からは、卒業後の日中活動、生活、両方のイメージを持つことができた、参考になったと

の声が多く聞かれました。実際に見ること、施設の方から話を聞くことはとても貴重です。今後も PTAの活動とし

て施設見学会を継続して実施できると良いと思います。参加していただいた保護者の皆様、ありがとうございまし

た。                                                          

 （文責：ＰＴＡ教養部 太田共世） 

 

 

 

 

                                     

 

 



 

「1日防災学校について」 

９月８日（金）に「１日防災学校」を実施します。 

「１日防災学校」とは、防災意識を高めるため、学校と地域が連携して防災に関する学習を全体で行います。分

校は今年度から初めて取り組むにあたり、講師として、北斗消防署及び渡島振興局の職員の方をお招きし、煙体

験や防災グッズなどの体験活動を行う予定です。 

また、給食では防災食を提供します。当日の様子については、学校便り等でお伝えします。 

（文責：保健安全部 大沼） 

 

 

 

 

 

 

月 日(曜日) 行 事 月 日(曜日) 行 事 

８月 22日（火） 

23日（水） 

24日（木） 

25日（金） 

2学期始業式 

二計測（小） 

二計測（中・高） 

二計測予備日 

 

9月 7日（木） 

8日（金） 

25日（月） 

 

校外学習（中・高） 

１日防災学校 

高等部一日作業（～29日） 

 

10月 １日（日） 

２日（月） 

ゆうあい祭（高等部参加） 

振替休業日（高等部） 

保護者懇談・授業参観 

（～11月 13日） 

※今後、行事が変更になることがあります。その場合は早めにお知らせします。 

 

 

8～１０月の行事予定 

～お知らせ～ 

８月１０日（水）、１4日（月）、１5日（火）は学校閉庁日です。この期間、学校の教職員は不在となり、学

校へのお電話や御来訪には対応できません。 

 

緊急時は、〈726657-kinkyu@ml.hokkaido-c.ed.jp〉まで御連絡いただきますようお願いします。 

エル 
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